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▽
定
例
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　

功
績
章　

村
元
大
介
（
団
付
分

団
）、中
居
勉
（
同
）、上
平
和
也
（
一

分
団
）、
澤
山
喜
一
（
同
）、
内
城

勉
（
二
分
団
）、江
刺
聡
（
三
分
団
）、

内
城
正
人
（
四
分
団
）、
鳩
克
美

（
五
分
団
）、笹
山
寿
幸
（
六
分
団
）、

佐
々
木
隆
治
（
七
分
団
）

　

精
勤
章　

高
屋
敷
季
冬
（
一
分

団
）、
桑
木
直
人
（
四
分
団
）、
下

日
向
正
行
（
同
）

住宅火災消火に活躍

階
上
町
消
防
団
出
初
め
式

　

一
月
九
日
、階
上
町
消
防
団
（
内

城
慶
富
団
長
）
が
、
新
春
恒
例
の

出
初
め
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
裏
駐
車
場
で
は
、
観
閲
者

（
浜
谷
豊
美
町
長
）
に
よ
る
服
装

や
機
械
器
具
点
検
の
後
、
団
員
約

百
二
十
人
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列

行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
各
分
団
に
よ
る
勇
壮
な
ま

と
い
振
り
や
、
功
労
者
へ
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
、
団
員
、
関
係
者

ら
が
安
心
安
全
な
町
に
向
け
て
、

士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
細
越
敬
一
郎
八
戸
東

消
防
署
長
が
「
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
見

事
な
出
初
め
式
だ
っ
た
」
と
講

評
。
浜
谷
町
長
は
「
町
民
が
健
や

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
す

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」、
内
城
団
長
は
「
消
防
精

神
の
高
揚
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
新
た
な
気
持
ち
で
団
務
に
励

ん
で
ほ
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
訓
示

し
ま
し
た
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
士
気
高
め
る

　昨年 12 月 29 日に発生した道仏地区の住宅火災
で、1 分団（小舟渡）の地代所英樹さんと、高屋
敷季

ひでかず

冬さんの二人が、火災予防パトロール中に火
災を発見。初期消火等迅速な行動により被害を最
小限にとどめた功績が認められ、現場功労章を受
章しました。

受章した地
代所英樹さ
ん（左）と
高屋敷季冬
さん（右）
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無病息災を願う住民。古いお札などがたくさん集まった代表して修了証を受け取る志民笑子さん

はしかみ Hot! ニュース
　

一
月
十
五
日
、
小
舟
渡
行
政
区

（
濱
浦
清
志
区
長
）
は
、「
小
舟
渡

ど
ん
と
祭
」
を
初
め
て
開
催
し
、

集
ま
っ
た
地
域
住
民
ら
が
、
無
病

息
災
や
家
内
安
全
な
ど
を
祈
り
ま

し
た
。

　

小
舟
渡
児
童
館
跡
地
に
は
地
区

住
民
約
百
三
十
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
神
事
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

寄
っ
た
古
い
お
札
や
お
守
り
、
し

め
縄
な
ど
に
火
が
付
け
ら
れ
、
今

年
一
年
の
安
穏
を
祈
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九
日
、
教
育
委
員
会

主
催
の
生
涯
学
習
講
座
「
学
び
の

王
国
！
は
し
か
み
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
一
年
間
の
学
習
を
終
え
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
九
十
五
人
が
受
講
。

公
開
講
演
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
四
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択

し
、
延
べ
千
百
二
十
二
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
公
開
講
演
で
は
、
ハ

ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
で
落
語
家
の
林

家
う
ん
平
師
匠
が
「『
も
っ
た
い

な
い
』
を
身
近
な
こ
と
か
ら
自
分

　

濱
浦
区
長
は
「
数
年
前
か
ら
住

民
の
要
望
も
あ
り
、
地
域
で
何
か

で
き
れ
ば
と
開
催
し
た
。
町
内
で

の
開
催
は
め
ず
ら
し
い
の
で
は
。

予
想
以
上
に
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
来
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た

い
。
今
後
も
続
け
て
開
催
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甘
酒
も
ふ
る
ま
わ
れ
、

住
民
ら
は
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。

ス
タ
イ
ル
で
始
め
よ
う
」
と
題
し
、

講
演
。
落
語
も
披
露
し
、
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
閉
国
式
が
行
わ
れ
、

七
割
以
上
の
出
席
者
三
十
五
人
に

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
志

民
笑
子
さ
ん
は
「
発
見
や
驚
き
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
一
年
間
の

学
習
を
ふ
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
了
パ
ー
テ
ィ
も
行
わ

れ
、佐
藤
義
臣
運
営
委
員
長
が
「
今

後
も
誘
い
合
っ
て
学
び
の
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
道
仏
中
学
校
か
ら
二
人
の
生

徒
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
二
年
生
の
岩
﨑
か
な
み
さ
ん

が
、
中
学
生
の
部
で
優
秀
賞
（
全

国
十
五
人
）
の
全
国
保
護
司
連
盟

会
長
賞
を
見
事
受
賞
、
同
校
三
年

の
日
向
は
る
か
さ
ん
が
、
県
知
事

賞
の
青
森
県
推
進
委
員
会
委
員
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
犯
罪
や
非
行

な
ど
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
作

文
に
し
て
も
ら
い
、
同
運
動
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目

的
。
十
八
回
目
と
な
る
今
回
は
、

全
国
の
小
中
学
生
か
ら
二
十
万
四

四
九
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
二
人
は
、
道
徳
の
授
業
や
同

校
で
昨
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
岩
﨑
さ
ん

は
「
償
い
」
と
題
し
、「
保
護
司

は
強
い
思
い
が
な
い
と
で
き
な
い

仕
事
。
保
護
司
が
い
な
け
れ
ば
非

行
は
増
え
続
け
て
い
く
。
多
く
の

人
の
努
力
に
よ
っ
て
自
分
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い

き
た
い
」
と
つ
づ
り
ま
し

た
。

　

日
向
さ
ん
は
「
受
賞
し

て
う
れ
し
い
。
保
護
司
の

存
在
を
知
っ
て
、
世
の
中

を
見
る
目
が
変
わ
り
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
内
か
ら

は
、
石
鉢
小
学
校
六
年
の

沼
沢
茉み

ゆ唯
さ
ん
が
青
森
県

更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

無
病
息
災
を
願
う

一
年
間
の
学
習
を
終
え
る

小
舟
渡
行
政
区
が
初
の
ど
ん
と
焼
き

は
し
か
み
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
国
式

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
入
賞

社
明
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
岩
﨑
か
な
み
さ
ん
ら
が
受
賞

喜びの笑顔の岩﨑かなみさん（左）、日向はるかさん（右）
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階
上
町
成
人
式

平
成
23
年

明
日
へ
の
飛
躍
を
誓
う

　

一
月
九
日
、
平
成
二
十
三
年
階

上
町
成
人
式
が
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ

ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

対
象
は
二
百
一
人
で
、
こ
の
日

は
、
百
三
十
人
（
男
性
六
十
二
人
、

女
性
六
十
八
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「Grand 

Jete

」（
グ
ラ
ン
ジ
ュ
テ
。
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
飛
躍
」）。

　

式
典
で
は
、
浜
谷
豊
美
町
長

が
「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
若
い
力
が
ま
す
ま
す
必
要
に

な
る
。
強
い
連
携
と
結
集
力
で
積

極
的
に
参
画
し
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
。
新
成
人
を
代
表
し
て
西
村
瞬

さ
ん
と
、
地
代
所
香
さ
ん
が
、「
今

ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
立

派
な
大
人
に
な
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ

誓
い
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

交
歓
会
で
は
、
ク
リ
ー
ム
シ

チ
ュ
ー
な
ど
、
当
時
の
中
学
校
で

人
気
の
あ
っ
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

再
現
。
新
成
人
は
、
思
い
出
の
給

食
を
味
わ
い
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り

1	会場にチャイムが鳴ると、給食係が発表され、
配膳がスタート。クリームシチュー、海藻サラ
ダ、照り焼きチキン、クロワッサンなどの懐かし
のメニューが並んだ
2　給食を囲んで話が弾む　3	配膳をする新成人
の“給食係”　4　なぞかけで会場を盛り上げた
新成人によるアトラクション　5　恩師による歌
のプレゼント

広報はしかみ　２011・2
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❺

に
再
会
し
た
友
人
ら
と
の
会
話
や

写
真
撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

千
葉
県
で
会
社
員
を
し
て
い
る

大
島
彩
加
さ
ん
は
「
給
食
が
懐
か

し
か
っ
た
。
成
人
を
迎
え
、
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し

た
い
」
と
成
人
に
な
っ
た
喜
び
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
の
運
営
は
、
新
成
人

に
よ
る
実
行
委
員
会
が
行
い
ま
し

た
。
学
業
や
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ

て
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

式
の
企
画
、
し
お
り
の
作
成
や
、

当
日
の
司
会
進
行
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
分
担
し
、
心
に
残
る
式
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

立派な大人になる
～誓いのことば～

　8月19日、10人で組織された
成人式実行委員会。15回にも及
んだ会議の中で、アイディアを
出し合いながら、当日まで準備
が続けられた

しおりを製本。
恩師への原稿依
頼も行った

給食用の食器を
準備。約200	人
分の食器を手分
けをして洗った

式典の進行をした工藤優
美さん(耳ケ吠東)。教育
委員会スタッフと何度も
打ち合わせ、リハーサル
を重ねた

実行委員長の三浦愛さん
（蒼前）。「給食の準備に
苦労したが、残さず食べ
てくれたのでうれしかっ
た。大変な面や面倒だ
なと思うこともあったけ
ど、最後は楽しくできた
ので良かった」

地代所香さん（鳥屋部）
「夢は幼稚園教諭。常にチャレンジ精神
で物事に取り組み、一人の人間として立
派な大人になる。そして、今まで育てて
くれた家族に“ありがとう”」

西村瞬さん（大蛇）
「“ありがとうございます”“すみません
でした”がきちんと言える大人に。一つ
ひとつ積み重ねながら何事にも前向きに
取り組んでいきたい」

唱和をリードした、左から平島晶さん
（小舟渡）、磯﨑友哉さん（耳ケ吠西）実行委員のみなさん。充実感でいっぱいの笑顔

町民憲章を唱和

広報はしかみ　２011・2
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新成人実行
委員が活躍
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いじめ電話相談をご利用ください

【問い合わせ】
教育課学校教育グループ

　☎ 88-2495

　上記アドレスに空メールを送信
し、登録手続きをして下さい。（右
のQRコードからも読み込めます）

＜ほっとスルメール登録用アドレス＞
anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

【問】総務課総務グループ　☎ 88-2112

TEL・FAX

受付時間

017-734-9188 （県教育庁学校教育課内）

24 時間 （土、日、祝日、年末年始も受け付けています）

■各種相談窓口もご利用ください

学校教育、いじめ、不登校問題など

養育上の悩み、非行、虐待など

家庭教育やしつけなど子育ての悩み

心の悩みや困りごと、非行や被害相談など

一般教育相談	（総合学校教育センター）
生徒指導相談	（県教育庁学校教育課）
あたたかテレホン	（県教育庁学校教育課）

三八地域県民局地域健康福祉部子ども相
談総室	（八戸児童相談所）
虐待ホットライン

ふれあいテレホン	（総合社会教育センター）

総合・専門相談	（子ども家庭支援センター）

こころの電話	（精神保健福祉センター）
ヤングテレホン	（県警察本部少年課）

【階上町教育相談】不登校、いじめ、進学などお気軽にご相談ください
毎月第３火曜日 13:00 ～ 16:00　
　場　所　ハートフルプラザ・はしかみ 2 階（小会議室）
　相談員　スクールソーシャルワーカー　川村克彦 氏

　昨夏からの、防災無線の故障による放送休止については
大変ご迷惑をおかけしております。
　今後の運用についてのアンケート調査の結果、防災無線
を必要と感じている方が多数だったことから、再整備工事
を実施することになりました。

　放送開始は、3 月下旬を予定してお
りますので、ご理解とご協力をお願
いします。　
　なお、町では「ほっとスルメール」
で、町内の火災情報や気象情報（警
報発令など）の携帯電話やパソコン
へのメール配信を行っています。ぜ
ひご利用ください。

017-728-5575	（8:30～ 17:00）
017-722-7434	（8:30～ 17:00）
017-777-5222	（8:30～ 17:00）

0178-27-2271	（8:30～ 17:15）

0120-74-6552	（24時間対応）

017-739-0101	(10:00～ 16:00)
017-787-8080
（平日9:00～ 20:00／土日9:00～ 18:00）

017-787-3957	（9:00～ 16:00）
0120-58-7867	（8:30～ 17:00）

祝日、年末年始を除く

年中無休

祝日、年末年始を除く

年末年始を除く

土、日、祝日、年末年始を除く
祝日、年末年始を除く

土、日、祝日、年末年始を除く

防災無線の再整備工事が行われます

ひとりで悩まず
電話して

■平成 23 年 1 月 9 日任期満了
　［退任］教育長　村上富士夫

■平成 22 年 12 月 31 日付け
　［退職］農業委員会事務局長　川向達人
■平成 23 年 1 月 1 日付け
　産業振興課長兼農業委員会事務局長事務
取扱（産業振興課長）　荻ノ沢甚逸
　　　　　　　　　　　　　　※（　）は旧職名

町職員人事異動等のお知らせ



広報はしかみ　２011・2❼            

町県民税（所得税）の申告受け付けをします

（広告） （広告）

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039−1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８−８８−２５９５
Fax. ０１７８−８８−２５９６

【問い合わせ】町民課税務グループ　☎ 88-2129

■ 22 年分申告所得税
　納期限 3 月 15 日（火）／振替日 4 月 22 日（金）
■ 22 年分消費税および地方諸費税（個人事業者）
　納期限 3 月 31 日（木）／振替日 4 月 27 日（水）

＊納税は便利、安全、確実な振替納税で！

【問】八戸税務署　☎ 43-0141

・給与や年金以外の所得がある人
・勤務先から給与支払報告書が町に提出されていない人
・22年中に退職したり、２カ所以上の事業所から給与の支払	
　いを受け、年末調整の済んでいない人
・非課税所得(遺族年金、障害年金、雇用保険など)がある人
・医療費控除など各種控除を受ける人
・22年中収入がなく、税金上誰の扶養にもなっていない人
・町外に居住する人の扶養になっている人

・印鑑（シャチハタなどのゴム印不可）
・給与、年金の源泉徴収票
・22年中に支払った国民健康保険、国民年金、介護保険、後
　期高齢者医療保険、生命保険、地震保険、長期損害保険、
　医療費などの領収書または控除証明書
・障害者手帳（本人・扶養家族分）
・税務署から送付された「所得税確定申告書」または「お知
　らせはがき」　※送付された人のみ
［営業などの所得がある人］
　収支のわかる仕入・売上などの帳簿、必要経費の領収書など
［農業所得がある人］
　収入・必要経費のわかる書類（出荷証明書・清算書・販売
　証明書・必要経費の領収書・通帳など）
［所得税の還付金がある人］
　申告者名義の通帳
［所得税を納税する人］
　申告者名義の通帳および届出印

・税務署で確定申告をする人
・22年中の収入が給与のみで、勤務先から給
　与支払報告書が町に提出されている人
・22年中の収入が公的年金のみで次の金額以
　下の人
　　S21.1.1以前に生まれた人⇒	148万円
　　S21.1.2以後に生まれた人⇒		98万円
・上記に掲げた人の扶養になっている人

申告が必要な人 申告が必要でない人

■受付日程（9:00～ 12:00／ 13:00～ 15:00）

受付日	 会		場	 地区名
2/14	（月）
2/15	（火）
2/16	（水）
2/17	（木）
2/18	（金）
2/21	（月）
2/23	（水）
2/24	（木）
2/25	（金）
3/1	 （火）
3/2	 （水）
3/3	 （木）
3/8	 （火）
3/9	 （水）
3/10	（木）
3/11	（金）
3/13	（日）
3/14	（月）
3/15	（火）

道仏公民館

森の交流館

石鉢ふれあ
い交流館

ハートフル
プラザ・は
しかみ

駅前
榊
道仏
追越・荒谷
大蛇・小舟渡（1～2班）
小舟渡（3～9班）
角柄折・金山沢
田代・晴山沢
平内・鳥屋部
石鉢
蒼前
野場中
赤保内
耳ケ吠東
耳ケ吠西
全	地	区
　〃
　〃
　〃

申告用紙は会場に準備します。※各家庭には配布されません。

申告に必要なもの

納期限・振替日を忘れずに！
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■入会条件　　保護者等が就労などのため昼間家庭にいない小学校 1 ～ 3 年生
■受付期間　　2 月 10 日（木）～ 2 月 25 日（金）
■受付時間　　8:30 ～ 17:00（日曜日を除く）
■申し込み　　各学童クラブまで。申込書類は各クラブおよび保健福祉課にあります。

　国の補正予算の成立により、当町でも 2 月 1 日か
ら下記ワクチン接種の助成をしています。
■助成ワクチンおよび対象

［対象］就学前、中1、高3相当の年齢の人
■3月末で接種できなくなりますので、まだ受けて
　いない人は早めの接種をお願いします。

　１期をまだ受けていない人も、2 期の年齢で接種で
きます。接種を希望する場合は、かかりつけ医へ相談
してください。
■ 1 期の接種について
　［対象］3 歳以上 7 歳 6 カ月未満
　　　　　　　　　　　　または 9 歳以上 13 歳未満

■各学童クラブの定員・利用時間等

ワクチンの接種の助成が始まりました

麻しん・風しん（2 ～ 4 期）

日本脳炎予防接種

【問い合わせ】保健福祉課福祉グループ　☎ 88-2641

なかよしクラブ
（中央保育園）

子宮頚
けい

がん
ワクチン

受け方
今後受けら
れる回数

接種済
回数

0回

1回

2回

3回

2回

1回

初回は6～ 28日の間隔で2
回接種。
初回接種（2回）終了後、1年
たったら1回接種。

1回接種後１週間たったら2
回目接種。
※接種間隔は、医師と相談
1回のみ接種

中学１年から高
校１年生までの
年齢の女子

・任意の予防接種です。接種を希望される場合は、
　かかりつけ医などと相談してください。
・対象となる家庭には、個別通知をしています。接
　種回数など、詳しくは通知をご覧ください。

【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2162

■2期の接種について
［対象］9歳以上13歳未満で１期追加を終了して
　　　　いる人

Ｈｉｂ
ワクチン

生後2カ月から4歳までの
子ども

小児用肺炎球菌
ワクチン

	電　　　話	 88-2101	 88-3621	 89-2302	 89-2210

	定　　　員	 30人	 60 人	 19 人	 19 人

	利 用 時 間	 	【平　　日】放課後～19:00 ／【長期休み】7:00 ～ 19:00

あすなろクラブ
（石鉢保育園 )

階上保育園クラブ 道仏保育園クラブ

学童保育入会申込受付をします23 年度

のお知らせ予防接種



広報はしかみ　２011・2❾

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

楽しいがいっぱい！

＜３月スケジュール＞
地域子育て支援センター「らんらんる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

■参加費は、子ども１人につき 100 円
■けがなどは自己責任です。注意して楽しい活動に 
　しましょう。
■天候、諸事情により、活動内容が変更になる場合
　があります。

親子 de

期	日 期	日活	動	内	容 活	動	内	容

3/2（水）

3/9（水）

3/15（火）

3/16（水）

3/23（水）

3/11（金）

ブロックであそぼう
　作って遊ぼう：おひなさま
お魚つりをしてあそびましょう
　作って遊ぼう：魚つりゲーム
＜子育て講座＞
　「親子クッキング」
　　講師：階上町食生活改善推進員会
　　場所：石鉢ふれあい交流館
　　・参加者一人につき100円
　　・エプロンをお持ちください
　　　※要予約　☎89-2302（3/9締切 )	
粘土であそぼう
　作って遊ぼう：色紙（手形）
お店屋さんごっこをしましょう
　作って遊ぼう：思い出のフォトフレーム

にこにこおしゃべり会

・時間　10:00～12:00
・場所　石鉢ふれあい交流館

［場所］階上保育園　［時間］10:00～ 12:00
　　　　※保育園向かい側駐車場をご利用ください

1 ～ 2 歳 2 ～ 3 歳以降

奥歯のかみ合わせ
の溝の部分

歯と歯ぐきの
境目

歯と歯の間

【問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　　　　　☎88-2162
　階上保育園（地域子育て支援センター）☎89-2302

※2月の日程は広報1号に掲載しています。

活動内容がさらに充実！

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2162

	12 月 15日に行われた、３歳児健診
での歯科健診で、むし歯のなかった子
どもさん12人を表彰しました。

小
お が さ わ ら

笠原ねねちゃん  長
おさなみ

南　勇
ゆ う き

希くん 久
く め

米　瑞
み ず き

樹くん

斉
さいとう

藤　　凜
りん

ちゃん 　杉
すぎやま

山　菫
すみれこ

子ちゃん 天
て ん ま

摩　美
み み

海ちゃん

永
ながしき

敷　　憐
れん

くん    野
の さ わ

沢　亮
りょうた

太くん    道
みちあい

合　陽
ひ ゆ う

生くん

宮
みやかわ

川　琉
る い

維くん   

宮
みやもり

守　ミツちゃん

村
むらもと

元　麻
ま お

音くん

ポイントを押さえた仕上げ磨きを！

むし歯０本の子どもたち（50音順）

親子 de

①磨くポイントをおさえて
［むし歯になりやすい場所］

②子どもを横にした状態で磨く
　子どもを上向きに寝かせ、ひざに頭を乗せて安定
　させ、のぞきこむように磨く。
③磨く歯をよく見る
　左手の指を使って、ほっぺを軽く引っ張ると、口
　の中がよく見えます。
④歯ブラシを細かく動かす
　ペンを持つように軽く握って細かく動かす
⑤しっかりほめる
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こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す 

⑫

　
　
　
　
　
　
　
　

  

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美

❿

図
書
室
だ
よ
り

「
分
校
を
残
そ
う
」
熱
い
思
い
が
地
域
お
こ
し
に

～
山
形
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
四
季
の
学
校
」
の
事
例
か
ら
～

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
　
　
　

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

○
道
仏
公
民
館

　
　
　
　

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

着
と
地
域
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
い

い
の
か
と
い
う
熱
い
思
い
、
特
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
同
士
の
信
頼

感
が
一
番
大
事
」
と
の
こ
と
。

　

会
員
が
農
家
の
た
め
、
営
業
は

土
日
祝
日
の
十
一
時
～
十
五
時
、

平
日
は
予
約
営
業
。「
決
し
て
無

理
せ
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
元
気

な
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
も
て
な

し
や
フ
ル
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
評

判
と
な
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
中

心
に
年
間
一
万
六
千
人
を
超
え
て

訪
れ
る
そ
う
で
す
。

　

県
民
局
農
業
普
及
振
興
室

の
笹
森
主
幹
は
「
行
き
た
い

と
思
う
所
に
は
必
ず
〝
珍
し

さ
と
懐
か
し
さ
〟
が
あ
る
。

そ
れ
に
通
じ
る
資
源
は
何
か

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
参
加
し
た
そ
ば
生

産
者
や
加
工
グ
ル
ー
プ
、
登

切
、
金
山
沢
両
学
区
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
「
何
か
出
来

そ
う
だ
」
と
い
う
手
ご
た
え

を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
県
三
八
地
域
県
民
局

農
林
水
産
部
主
催
で
、
わ
が
町
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
化
な
ど
で
廃
校
が
決
ま
っ

た
旧
小
学
校
分
校
を
地
区
内
外
の

有
志
の
手
で
「
農
村
体
験
学
校
」

と
「
手
打
ち
そ
ば
屋
」
と
し
て
活

用
し
て
い
る
山
形
県
の
事
例
を
紹

介
。
講
師
の
庄
司
博
司
氏
は
、「
素

人
ば
か
り
の
取
り
組
み
だ
っ
た

が
、
抑
え
き
れ
な
い
母
校
へ
の
愛

　
「
き
・
ん
・
と
・
う
」
の
お
ま

じ
な
い
で
美
文
字
に
。
ど
う
す
れ

ば
子
ど
も
の
字
が
き
れ
い
に
な
る

授
業
が
で
き
る
か
小
中
学
校
の
先

生
に
も
指
導
し
て
い
る
、
青
山
浩

之
氏
の
青
山
メ
ソ
ッ
ド
を
紹
介
。

　

女
の
戦
は
生
き
る
こ
と
。
本
日

只
今
を
生
き
る
こ
と
。
戦
国
の
世

の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
、
美
し
き

浅
井
三
姉
妹
の
三
女
、
江
。
そ
の

波
乱
の
生
涯
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
原
作
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

　

数
十
年
前
は
学
生
だ
っ
た
ズ
ッ

コ
ケ
三
人
組
の
心
は
、
い
ま
だ
少

年
時
代
な
の
か
…
。
人
間
の
運
命

の
あ
や
な
す
不
思
議
さ
に
、
敢
然

と
た
ち
む
か
う
凛
々
し
い
ズ
ッ
コ

ケ
三
人
組
の
物
語
。

『ズッコケ中年三人組
age45』

那須正幹　著
ポプラ社

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

＜対戦結果＞
［第１試合］女子の部
　赤保内小 19-64 大 蛇 小
　石 鉢 小 55-20 小舟渡小

［第２試合］男子の部
　赤保内小 32-44 石 鉢 小

『こうすればきれいな
字が書ける』

青山浩之　著
小学館

『江姫たちの戦国』
田渕久美子　著

NHK 出版

「熱い思いが地域を変える」と話す講師の庄司博司氏

はしかみ総合スポーツクラブ
ミニバスケットボール交流試合を行いました

おわびと訂正
　1 月号 8 ページ、民生委員
担当地区一覧表内の駅前地区
に誤りがありました。正しく
は以下のとおりです。

　駅前地区
　　北部地域　有谷智子
　　南部地域　竹本　隆

おわびして訂正します。

［第３試合］女子の部
　大 蛇 小 54-32 道 仏 小
　赤保内小 41-36 小舟渡小

［第 4 試合］男子の部（２試合目）
　赤保内小 20-47 石 鉢 小

［第 5 試合］女子の部
　石 鉢 小 46-33 道 仏 小
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【申・問】はしかみ総合スポーツクラブ事務局
　☎ 38-9352（中城）

お久しぶりです
～ふるさとへのメッセージ～

2

　私が住んでいる青梅市は、ランナーにはお馴染みの「市民マ
ラソンの先駆け」とも言われている青梅マラソンが開催され
る所で、自宅は 30㌔コースの 7㌔付近で街道（国道 411号）
沿いです。
　風景は、階上に似ていて、前方の景色は 7～ 900㍍級の山
が連なり、春には吉野梅林の梅と山々の新緑がとてもキレイで
す。が、大半がスギやヒノキで花粉症の方を悩ませています。
近ごろは花粉の少ないスギも開発されたようですが、植栽地域
はまだ微々たるもので当分は花粉が飛散しそうです。
　階上の思い出としては、今ごろの季節、本家の前の田んぼ
に、小川から水を引き入れ凍らせ、近所の子らとスケートや長
靴ホッケーに興じたことです。
　村時代に階上を離れてから約45年、東京暮らしの方が長く
なりましたが、先の「ふるさとはしかみ会」発足の際に副会長
をおおせつかりました。幸い体は元気ですので、今後、会なら
びに町発展のために微力ではありますが努めてまいります。

野
の さ わ

沢  慶
け い ぞ う

蔵さん（58歳）

東京都青梅市在住（赤保内出身）
ふるさとはしかみ会副会長

衆議院事務局警備員をしています。写真
は議会制度開設 120 年行事の特別参観
総合案内所に勤務した際のものです。

◇「ふるさとはしかみ会」の会員を募集しています◇
　町出身者、ゆかりのある方、階上町を故郷とおもう方ならどなたでも入会できます。関東圏域にお住
まいのご家族、知人などへお知らせください。（交流会、会報発行、会員の活動状況の紹介などを行います）

【問】総務課企画財政グループ　☎ 88-2113

ふるさとを遠く離れ、首都圏などで
頑張っている方を紹介していきます

　子どもから大人まで、さまざまなレベルに応じてスポーツを楽しむことができる、総合型地域ス
ポーツクラブです。初心者には、指導者が丁寧に指導します。スポーツで一緒に汗を流しませんか。

■年会費　高校生以上 2,000 円／中学生以下 1,000 円 ( スポーツ安全保険料込 )
■クラブ内容

はしかみ総合スポーツクラブ参加者募集

バドミン
トン

ソフトテ
ニス

スポーツ

体　操

新体操

水曜 /19:00-21:00/ 町民体育館
対　象　小学生～大人まで
参加費　1回 100円
水曜 /19:00-21:00/ 赤保内小体育館（予定）
土曜 /19:00-21:00/ 赤保内小体育館（予定）
日曜 /13:00-17:00/ 町民体育館
対　象　小学生～大人まで
参加費　1回 100円
ユニホック、バドミントン、ツリーイング、
ソフトバレーボールなど
金曜 /19:00-21:00/ 町民体育館
対　象　小学生～大人まで
参加費　1回 100円

［幼児・小学校低学年］
①水曜 /17:00-18:00 ②木曜 /18:00-19:00
［小学校高学年・中学生］
③水曜 /17:30-18:30 ④金曜 /18:00-19:00
場　所　体操専用練習場（小野宅隣）
参加費　いずれかのコース　月3,000円
平日 /16:00-17:30、土日 /12:00-16:00
対象　小中学生男子 /場所　道仏中体育館
参加費　無料

＊指導者、スタッフ募集中。詳しくはお問い合わせください。
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■
対
象

　

町
内
に
生
活
の
根
拠
（
就
学
に

よ
り
転
出
し
て
い
る
場
合
は
扶
養

者
）
を
有
し
、
高
校
、
高
専
、
短

期
大
学
、
大
学
お
よ
び
各
種
専
門

学
校
に
在
学
ま
た
は
進
学
す
る

人
。

■
貸
与
月
額

・
高
校
お
よ
び
高
専
１
～
３
年

　
　
　
　
　
　

 

月
額
２
万
円
以
内

・
高
専
４
、
５
年
生
、
短
期
大

学
、
大
学
お
よ
び
各
種
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　

 

月
額
４
万
円
以
内

■
利
子
お
よ
び
償
還
方
法

・
無
利
子

・
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
間
据
え

置
き
、
10
年
以
内
の
償
還

■
必
要
書
類

①
申
請
書
（
教
育
課
で
配
布
お
よ

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

②
保
護
者
の
所
得
証
明
書
（
平
成

21
年
分
）
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知

書
の
写
し

■
受
付
期
間　

３
月
１
日
（
火
）

～
３
月
31
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
９
８

　

次
の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

は
、
指
定
さ
れ
た
学
校
の
変
更
や

町
外
の
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
区
域
外
通
学
に
該
当
す
る
理
由

①
転
居
予
定
の
た
め
、
短
期
間
学

区
外
か
ら
通
学
す
る
場
合
。

②
学
年
途
中
の
転
居
で
、
友
人
関

係
な
ど
、
本
人
の
精
神
面
に
多
大

な
負
担
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
。

③
共
働
き
な
ど
の
た
め
下
校
後
、

親
の
勤
務
地
の
学
区
や
祖
父
母
な

ど
の
居
住
す
る
学
区
の
学
校
に
通

学
す
る
場
合
。

④
両
親
の
離
婚
な
ど
、
本
人
の
精

神
面
に
多
大
な
負
担
を
与
え
る
事

情
が
あ
り
教
育
環
境
面
に
配
慮
を

要
す
る
場
合
。

⑤
そ
の
他
、
教
育
的
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
場
合
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
４
９
５

　

県
で
は
、
青
森
県
東
京
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ザ
内
に
「
あ
お
も
り
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
県
内
企
業
へ
就
職
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
相
談
、

首
都
圏
在
住
の
団
塊
世
代
の
人
に

対
す
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
相

談
、
就
農
相
談
、
無
料
職
業
紹
介

（
新
設
）、
県
内
企
業
お
よ
び
誘
致

企
業
の
求
人
情
報
収
集
（
新
設
）

■
相
談
時
間

　

11
時
～
17
時
（
土
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２
︱

２

　
︱

１　

住
友
八
重
洲
ビ
ル
５
階

　

☎
０
３（
３
２
７
１
）０
７
０
０

 

メ
ー
ル

　

A
-TO

K
Y

O
@

pref.aom
ori.　

　

lg.jp

第
７
回
階
上
町
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集

23
年
度
階
上
町
奨
学
生

募 集

区
域
外
通
学
許
可
基
準

に
つ
い
て

お知らせ

お知らせ Information 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

お知らせ

階上町社会福祉協議会臨時職員 階上町臨時職員募集 募集

■募　　集　一般事務　1 名（主な業務：パソコン
　　　　　　による文書作成などの事務補助）
■応募資格　普通自動車第１種免許証
■雇用期間　4 月 1 日～ 9 月 30 日
■勤務・休日　8:15 ～ 17:00、土日祝日休み
■福利厚生　社会保険、雇用保険、労災保険適用あり
■賃　　金　日額 6,300 円
■選考方法　面接
■応募方法　2 月 28 日（月）までに、①申込書（社
　　　　　　会福祉協議会事務局にあります）②履
　　　　　　歴書を社会福祉協議会まで提出。
■そ の 他　試験日など、詳しくは応募者へ後日お
　　　　　　知らせします。

　希望者は登録が必要です。（ただし、担当課の業
務の発生、内容などにより登録者全員が採用される
とは限りません）
■応募資格　おおむね 18 ～ 58 歳までの通勤可能な人
■任用期間　6 カ月未満
■勤務条件など

※各種手当（通勤・期末・退職等）は支給されません。
■応募方法　2 月 28 日（月）までに、願書に履歴書を
添えて総務課に提出（願書は総務課で配布または町ホー
ムぺージに掲載）。【問】階上町社会福祉協議会（ハートフルプラザ内）

☎80-3067 【問】総務課総務グループ　☎88-2112

	 職　種（勤務時間）	 賃　金	 条件等
一般事務補助（8:15～17:00）
レセプト点検員（9:00～16:00）
保健師（8:15～17:00）
学校用務員（学校の就業時間による）

6,300円
7,100円
9,800円
5,900円

パソコンができる人
有資格者
有資格者
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②
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

携
帯
電
話
同
様
の
方
法
か
、
ま

た
は
Ｐ
Ｃ
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

「
カ
ダ
リ
ス
タ
」
と
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

③
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

登
録
書
式
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
企
画
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

参
加
者
の
中
か
ら
、
企
画
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。
登
録
の

際
に
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い(
２
月
18
日
ま
で)

。

【
問
い
合
わ
せ
】

「
は
ち
の
へ
青
年
倶
楽
部
カ
ダ
リ

ス
タ
」
事
務
局
（
八
戸
市
政
策
推

進
課
）

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
９
２
４
８

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
、
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。

　

15
歳
以
上
の
人
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

地
域
を
超
え
た
仲
間
と
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
再

発
見
し
た
り
、
楽
し
く
地
域
の
こ

と
を
考
え
た
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象　

八
戸
圏
域
（
八
戸
市
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、
南

部
町
、
階
上
町
、
新
郷
村
、
お
い

ら
せ
町
）
に
居
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
39
歳
以
下
の
人
（
高
校
生
以

下
は
除
く
）。

■
内
容　

年
間
を
通
じ
て
、
文
化
・

観
光
・
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

体
験
活
動
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催

し
ま
す
。

［
第
１
回
］
３
月
18
日(

金)

19
時

よ
り
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
て
。
定
員
30
人
程
度
。
登
録

の
際
に
合
わ
せ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

登
録
無
料
（
企
画
ご

と
に
実
費
負
担
あ
り
）

■
登
録
方
法

①
携
帯
電
話　

左
記
ア
ド
レ
ス
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
。
登
録
先
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

▽
登
録
ア
ド
レ
ス

　

se
in

e
n

_to
u

ro
ku

@
c

ity.

　

hachinohe.aom
ori.jp

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
毎
年
開
催

さ
れ
る
発
表
会
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

11
時
～

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み

■
内
容　

郷
土
芸
能
、
民
舞
踊
、

新
舞
踊
、
民
謡
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

階
上
町
南
部
芸
能
協
会（
土
橋
）

　
　
　
　

☎
８
８
（
２
７
９
０
）

■
出
願
締
切　

２
月
28
日
（
月
）

■
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
２
（
３
８
）
０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　

☎
（
７
０
）
１
６
６
３

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
は
ち
の
へ
青
年
倶
楽
部

カ
ダ
リ
ス
タ
」
参
加
メ

ン
バ
ー

募 集

お知らせ Information

階
上
町
南
部
芸
能
発
表
会

開催します

おなか－ 2㎝倶楽部 参加者募集
　おいしいランチ付き！手軽に行える運動や食生活
で、目指すはお腹マイナス 2㌢！
　◇1日10分×3回“ちょこっとずつ体操”
　　　健康運動指導士　関下和彦 氏
　◇食べて覚える食生活改善のポイント
　　　食生活改善推進員会、町保健師
　◇お酒の上手な飲み方講座～いつまでも健やかに
　　お酒を楽しめるカラダづくり～　※27日のみ
　　　青南病院薬局長　黒澤雅広 氏
■期日・場所
　2 月 20 日（日）　ハートフルプラザ・はしかみ
　2 月 22 日（火）　石鉢ふれあい交流館
　　いずれも時間は 11:00 ～ 14:00
■参加費　300 円（昼食代）

【申・問】保健福祉課健康増進グループ☎88-2162

放
送
大
学
第
１
学
期

（
４
月
入
学
生
）

募 集

地デジが良好に視聴できない方は
ご連絡ください

　地形などの影響により地上デジタル放送を良好
に受信できない地区は、「新たな難視地区」として、
衛星放送の視聴や、共同アンテナでの視聴などの手
続きが必要になります。
　そのためには、地上デジタル放送を良好に視聴で
きない地区を把握、調査しなければなりません。
　「地上デジタル放送が映らない」「視聴するために
何をすればよいかわからない」と
いう人は、デジサポ青森または総務
課まで早めにご連絡ください。

【問い合わせ】
デジサポ青森 ☎017-771-1010
総務課総務グループ
　　　　　　　☎88-2112 

マイナス
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や
自
転
車
の
姿
を
は
っ
き
り
見

る
。

■
配
布
場
所

　

町
民
課
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流

館
、
道
仏
公
民
館
、
階
上
交
番　

 

消防情報 交番情報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

■
歩
行
者

　

反
射
材
用
品
を
身
に
つ
け
て
、

自
分
の
姿
を
〝
キ
ラ
リ
〟
と
見
せ

る
。

■
自
転
車
や
ド
ラ
イ
バ
ー

　

夕
暮
れ
時
は
ラ
イ
ト
を
早
め
に

点
灯
、
自
分
の
車
の
存
在
を
他
の

車
、
歩
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
。 

■
ド
ラ
イ
バ
ー

　

夜
間
、
先
行
車
や
対
向
車
な
ど

が
い
な
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を
上

向
き
点
灯
し
て
走
行
し
、
歩
行
者

　

各
ご
家
庭
で
も
、
厳
し
い
冷
え

込
み
や
大
雪
へ
の
対
策
を
立
て
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
道
路
の
凍
結
や
積

雪
状
況
な
ど
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

適
切
な
消
防
活
動
が
制
限
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

分
署
で
は
、
降
雪
や
積
雪
な
ど

気
象
状
況
に
応
じ
て
、
消
防
団
員

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
消

防
水
利
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
除
雪
の
際
は
、
道
路
に
雪
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
消
防
水
利
（
消
火
栓
・
防
火
水

槽
）
付
近
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
路
上
駐
車
や
消
防
水
利
付
近
の

駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
は
、
住
宅
火
災
に
よ
り
多

く
の
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

■
主
な
出
火
原
因

　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
ス
ト
ー
ブ
、

た
ば
こ

　

冬
の
時
期
は
、
暖
房
器
具
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
空
気
が

乾
燥
し
た
状
態
が
続
く
た
め
、
火

気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
皆
さ
ん
の
家
か
ら
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

反
射
材
を

　

無
料
配
布
し
て
い
ま
す

冬
期
間
の
消
防
活
動
に

　
　
　
　

ご
協
力
を
！

大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

●平成 22 年階上町交通事故発生状況
12月 31日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発生件数

死　　者

傷 者 数

41

0

50

＋	4

±	0

±	0

1218日

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

反射ステッカーシール。
靴や自転車、かばんなど
に貼って夜間の安全に

除雪の際は、消火栓、防火
水槽の上に雪を積み上げな
いようにお願いします

住宅用火災警報器

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う

　

ま
だ
設
置
し
て
な
い
ご
家
庭

は
、
早
め
に
設
置
し
て
、
火
災
か

ら
尊
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
注
意　

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

困ったときはお気軽に相談を！

＊夜間、土、日、祝日は当直員が対応します。

警察安全
相談室

☎017-735-9110
　ストーカー、DV、悪徳商法、
　交通事故、薬物事犯など
　  （受付　8:30 ～ 17:15）

☎0120-89-7834
　  （受付　8:30 ～ 17:00）

性犯罪被害
110番
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夏
に
、
茎
か
ら
気
根
（
空
気
中

で
伸
び
る
根
）
を
出
し
て
、
山
地

の
林
内
や
沢
沿
い
の
岩
場
、
太
い

樹
木
に
着
生
し
這
い
の
ぼ
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。

　

周
囲
に
、
が
く
が
花
弁
状
に

な
っ
た
四
枚
の
花
び
ら
の
目
立
つ

花
が
つ
く
。
こ
の
花
を
装
飾
花
と

い
い
、
昆
虫
を
誘
う
看
板
の
よ
う

な
も
の
で
種
は
で
き
な
い
。
中
の

両
性
花
に
雄
し
べ
も
雌
し
べ
も
あ

り
、
種
が
で
き
る
。

　

和
名
は
、
白
色
の
小
さ
な
両
性

花
と
装
飾
花
が
ア
ジ
サ
イ
に
似
て

茎
が
つ
る
性
な
の
で
ツ
ル
ア
ジ
サ

イ
だ
と
か
。
別
名
は
ツ
ル
デ
マ
リ
、

ゴ
ト
ウ
ヅ
ル
な
ど
。

　

北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州

に
広
く
分
布
す
る
。

白い装飾花が目立つ

ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
（
ゆ
き
の
し
た
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
十
七
）

＜261＞

◇206◇

　

飢
年
の
事
を
尋
ぬ
る
に
平
助
語

る
に
、
米
壱
升
四
百
文も
ん
ま
で迄

致
し
、

稗
一
升
百
文
、
あ
わ
壱
升
百
八
十

文
、
大
豆
壱
升
二
百
文
、
小
児
（
子

ど
も
）
が
生う

ま
れ
る
と
川
へ
流
す

も
の
が
多
く
、
人
死
す
れ
ば
山
の

木
立
あ
る
所
へ
棄す

て
、
或
は
野
外

に
棄
て
、
川
に
流
す
も
あ
り
、
猪し

し

鹿し
か

、
狗い

ぬ
ね
こ猫

、
牛
馬
を
食
ひ
、
ま
た

は
人
を
食
ふ
も
有
り
て
、
其そ

ノ
親

の
屍
を
バ
其
ノ
子
埋う
ず
むレ
共
、
其
ノ

余
は
皆み

ナ
埋
む
る
事
な
し
、
埋
め

た
子
を
掘
り
お
こ
し
て
食
ふ
も
の

も
あ
り
、
山
中
、
野
外
の
屍
を
食

ふ
も
の
も
あ
り
、
煮
て
も
焼
ひ
て

も
、
な
ま
に
て
も
食
ふ
、
今い

マ
其

ノ
人
に
尋
ぬ
る
に
、
馬
の
味
は
猪

鹿
に
勝ま
さ

り
、
人
の
味
は
馬
に
勝
る

と
語
れ
り
、
己お
の

レ
が
小
児
を
殺
し

て
食
ひ
し
も
の
も
有
り
、
人
に
し

て
鬼
の
如
し
、
当
村
に
て
も
二
十

軒
斗
り
死し

に
絶
へ
た
り
、
生う

ま
れ

る
も
の
半
ハ
に
過
き
ぬ
、
十
軒
、

七
、八
軒
の
村
に
は
壱
人
も
残
ら

ず
死し
う
し
な
え失

た
る
所
も
有
り
、
人
の
肉

を
煮
る
に
水
飛
ん
で
火
中
に
入
れ

ハ
忽
ち
燃も

へ
上
る
油
の
甚
だ
し
き

是こ

レ
に
過す

ぎ

る
は
あ
ら
じ
、
卯う

の

年
（
天
明
三
年
）
の
八
月
頃
よ
り

離り
さ
ん散

し
て
仙
台
、
宮
古
の
方
へ
行

く
も
の
多お
お

フ
し
、
子
有
り
親
あ
る

類た
ぐ

イ
は
止
り
て
、
九
、十
月
迄
蕨

わ
ら
び

を
掘
り
食
ふ
、
気
力
薄
き
人
は
九

月
頃
ヨ
リ
も
早は

や
餓
死
す
、
十
月

に
至
り
て
は
子
を
縊く
び

り
て
棄す

て
、

或あ
る
いは

川
へ
流
し
て
離
散
す
る
も
の

も
あ
り
、
辰た
つ

の
年
（
天
明
四
年
）

閏う
る
う

正
月
よ
り
二
月
、
三
月
迄ま

で

餓
死

甚
だ
し
く
、
四
月
に
至
り
て
麦む
ぎ
さ
く作

実
の
る
に
な
ん
な
ん
た
る
を
苅
取

り
て
食く

ひ
食

し
ょ
く
し
ょ
う

傷
（
食
あ
た
り
）
し

て
死
す
る
も
有
り
、
四
、五
月
頃

ヨ
リ
疫
病
流
行
し
て
死
す
る
も
多

フ
し
。



自動引き落しで納め忘れの心配なし！

金融機関などに行く手間と時間が省けます。

手続きは一度だけ！手数料もかかりません。

早割・前納を利用すると、保険料が割引に！

保険料の納付は口座振替が便利です！

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　☎88-2119

八戸えんぶり
［2 月 17 日（木）］
●えんぶり行列・一斉摺り（全えんぶり組）
　八戸市中心街　10:40 ～ 11:20（鍛冶町出発 10:00）
●えんぶり公演（平内えんぶり組）
　八戸市公会堂　13:00　※有料

［2 月 18 日（金）］
●かがり火摺り（鳥屋部えんぶり組）
　市庁前市民広場　19:30

●お庭えんぶり（平内えんぶり組 ）
　更上閣　18:00、20:00　※有料・要予約

［2 月 20 日（日）］
●八戸ポータルミュージアム「はっち」でのえんぶり
　披露（鳥屋部えんぶり組）
　はっち広場　12:00
●お庭えんぶり（田代えんぶり組 ）
　更上閣　18:00、20:00　※有料・要予約

お誕生おめでとう

編集後記

戸籍の窓
（父の名・母の名）　 （父の名・母の名）　

（年齢・地区名）

　今月の表紙は新成人の“笑
顔”でまとめてみました。ファ
インダーをのぞく私も思わず
笑顔に。楽しい取材となりま
した。これが笑顔の波及効果
ですね。新成人の皆さん、素
敵なスマイルありがとうござ
いました。　　　　　（田中）

　境　　　基　
豊　川　美奈子
佐々木　健　弘
神 田 友 梨
平 戸 俊 輔
髙 橋 紗 織

杉 若 秀 則
久　保　和香奈
須 藤 琢 磨
木 村 美 幸
山 内 健 太
市 沢 知 穂

大 下 健 作
高 橋 良 栄

松 川 英 明
松 𦚰 優 子

柴 田 源 藏
　 東　　 フ　 ヨ
　 南　　 は つ ゑ
荻 ノ 沢　 　
中 田 ハ ナ
桑 原 栄 子
百目木　岩次郎
堀 井 末 松
小 笠 原　 末　 藏
　 辻　　 尚　 子

（荒　　谷）
（八 戸 市）
（野 場 中）
（鹿 角 市）
（小 舟 渡）
（八 戸 市）

（八 戸 市）
（東 北 町）
（紫 波 町）
（道　　仏）
（耳ケ吠東）
（八 戸 市）
（耳ケ吠西）
（盛 岡 市）

（角 柄 折）
（軽 米 町）

（83・石　鉢）
（96・野場中）
（97・平　内）
（87・晴山沢）
（95・大　蛇）
（55・赤保内）
（89・平　内）
（61・蒼　前）
（78・赤保内）
（75・道　仏）

地区 地区

（住所または元の本籍） （住所または元の本籍）

平成22年12月16日～平成23年1月受付分（敬称略）

前途を祝福します

下　村　シエリ
田 村 彩 心
水 合 凌 徠

弓 野 瑠 珈
畑 中 龍 成
上 沢 心 結
洞 筒 圭 剛

長谷川　心　晴
河　村　りいな
髙屋敷　結　衣
飯 野　 直　
玉 川 結 唯
工 藤 愛 來

（孝　史・かおり）
（秀　哉・佳奈子）
（達　徳・真　紀）
（哲　昌・愛　実）
（秀　人・　香　）
（和　也・有　希）
（桂　太・由　佳）

（真　人・貴　恵）
（大　輔・幸　子）
（一　成・弥　子）
（喜　貴・綾　子）
（吉　一・千　春）
（宏　司・春　美）

蒼　前
石　鉢
田　代
耳ケ吠西
小舟渡
蒼　前
蒼　前

石　鉢
耳ケ吠東
小舟渡
耳ケ吠西
追　越
蒼　前

し え り

あ こ

り く

る っ か

りゅうせい

み ゆ

け い ご

こ は る

り い な

ゆ い

な　お

ゆ う い

あ い ら
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　＜詳細日程・お庭えんぶり等の問い合わせ＞
㈳八戸観光コンベンション協会　☎ 41-1661

◇町内えんぶり組主な出演日程◇

（希望者の分を掲載しています）

口座振替
おすすめ
ポイント

①安　心

②便　利

③簡　単

④お　得

手続きは簡単
　< お得情報 >
口座振替の１カ月
ご と の 支 払 い な
ら、その月の保険
料 を そ の 月 の 末

日に口座振替する「早割」
にすると、月額 50 円の割
引となります。（一部納付
の承認を受けている方は
利用できません）

　「口座振替申出書」に必要事項を記入・押
印（金融機関の届出印）し、口座を開設し
ている金融機関窓口にお申し込みください。
　※「口座振替申出書」は町民課戸籍住民
　　グループ、金融機関窓口、年金事務所
　　に備え付けています。

人口と世帯数
平成23年 1月 1日現在

総人口
男
女
世帯数

14,661人
7,357人
7,304人

5,679世帯

（＋ 8）
（＋ 5）
（＋ 3）
（＋ 7）

平成23年 2月 1日現在
総人口
男
女
世帯数

14,631人
7,342人
7,289人

5,676世帯

（ー30）
（ー 15）
（ー 15）
（− 3）

お悔やみ申し上げます
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2 月 3 月

CALENDAR 2月16日（水）～３月15日（火）

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119

88-2219・2162
88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
町県民税申告受付（石鉢／石鉢ふれあい交流館 9:00 ～ 15:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
町県民税申告受付（蒼前／石鉢ふれあい交流館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
町県民税申告受付（野場中／石鉢ふれあい交流館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
卒業式（階上・道仏中）
町県民税申告受付（赤保内／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）
乳児保健相談（H22.9 ～ 10 月生まれ、ハートフル
プラザ 9:30 ～ 12:00）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
3 歳児健康診査（H19.7.1 ～ 19.9.30 生まれ、ハート
フルプラザ 12:15 ～ 14:30）
町県民税申告受付（耳ケ吠東／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
町県民税申告受付（耳ケ吠西／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町県民税申告受付（全地区／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
町県民税申告受付（全地区／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
町県民税申告受付（全地区／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
粗大ごみ収集日（東部地区）
合同相談（ハートフルプラザ　10:00 ～ 15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
町県民税申告受付（全地区／ハートフルプラザ 9:00 ～ 15:00）

1

2

3

4
5
6
7

8

9

10

11

12

13

14

15

火

水

木

金
土
日
月

火

水

木

金

土

日

月

火

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
1 歳 6 カ月児健康診査（H21.6.1 ～ 21.8.31 生まれ、
ハートフルプラザ 12:30 ～ 14:30）
町県民税申告受付（道仏／道仏公民館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
粗大ごみ収集日（中央・西部地区）
町県民税申告受付（追越・荒谷／道仏公民館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町県民税申告受付（大蛇・小舟渡 1 ～ 2 班／道仏公民館
9:00 ～ 15:00）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
町県民税申告受付（小舟渡 3 ～ 9 班／道仏公民館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
町県民税申告受付（角柄折・金山沢／森の交流館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
町県民税申告受付（田代・晴山沢／森の交流館 9:00 ～ 15:00）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町県民税申告受付（平内・鳥屋部／森の交流館 9:00 ～ 15:00）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）

16

17

18

19
20

21

22

23

24

25

26
27
28

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

土
日
月

ごみ収集日の地区区分
中央・
西部地区

東部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代
晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
○ごみは、収集日に

4 4 4 4

、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝８時までに出してください。
○ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。
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▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

３
０
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、

総
額
１
億
７
、
６
１
６
万
７
千
円

と
し
た
。

■
そ
の
他

・
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
に
伴
う
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
変
更

に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す

る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　　

教
育
委
員    　

松
橋
竹
子
氏

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

　
　
　
　
　
　
　

田
中
優
子
氏

　

１
月
14
日
に
召
集
さ
れ
、 

議
案

３
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
補
正
予
算

▽
平
成
22
年
度
一
般
会
計

　

３
、
４
３
９
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
54
億
７
、
７
４
８
万
円

と
し
た
。

　

子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
の
予

防
接
種
に
か
か
る
経
費
や
、
新

田
・
石
鉢
線
外
舗
装
維
持
工
事
費

な
ど
。

▽
平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

　

１
、
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
１
億
８
、
６
１
６
万
７
千
円

と
し
た
。

　
■
そ
の
他

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
無
線
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
額
１
億
８
、
３
７
５
万
円

　

平
成
22
年
第
７
回
定
例
会
を
12

月
10
日
開
会
し
、
12
月
15
日
閉
会

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
補
正
予
算

５
件
、
そ
の
他
５
件
、
計
10
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
正
予
算

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
４
件

▽
一
般
会
計

　

１
億
１
、
５
１
８
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
54
億
４
、
３
０
８

万
７
千
円
と
し
た
。

▽
老
人
保
健
特
別
会
計

　

78
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
１
９
万
４
千
円
と
し
た
。

▽
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

56
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総
額

３
、
５
５
３
万
８
千
円
と
し
た
。

▽
介
護
保
険
特
別
会
計

　

27
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

８
億
９
、
６
２
８
万
４
千
円
と
し

た
。

12
月
10
日
～
15
日

平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会

12
月
定
例
会

はしかみ

第４号

はしかみ議会だより　No.4

議会だより議会だより
主
な
可
決
議
案

委
員
会
活
動

教
育
民
生

常
任
委
員
会

授業参観のようす

　

22
年
11
月
15

日
、
16
日
の
２

日
間
に
わ
た

り
、
町
内
小
・

中
学
校
の
授
業

参
観
や
、
施
設

の
状
況
を
視
察

し
ま
し
た
。
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を
関
連
事
業
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
は
先
行
投
資
し
て
整
備

す
る
計
画
は
な
く
、
需
要
予
測
に

よ
る
採
算
ベ
ー
ス
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
地
域
拡
大
を
検
討
す
る

と
の
こ
と
。

　
　

事
業
者
と
町
の
負
担
区
分
の

割
合
は
。

　

事
業
費
の
規
模
と
国
・
県
等
の

助
成
措
置
の
有
無
と
町
の
今
後
の

整
備
計
画
は
。

 　
　

町
長　

負
担
区
分
の
割
合

は
、
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
場

合
は
営
業
戦
略
に
基
づ
く
ほ
か
、

町
が
加
入
率
の
保
証
や
、
費
用
の

一
部
を
負
担
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

　

事
業
費
の
規
模
は
、
関
連
事

業
所
の
積
算
に
よ
れ
ば
概
算
で

３
億
４
、５
０
０
万
円
以
上
。

　

ま
た
国
の
助
成
措
置
は
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
活

用
推
進
の
た
め
の
支
援
策
を
検
討

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
詳
細
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
の
で
、
今
後
の
普
及
予
測
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
国
の
助
成
制

度
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

員
お
よ
び
外
部
委
託
業
者
に
対
し

て
も
、
細
部
に
わ
た
り
遵
守
事
項

を
定
め
、
情
報
の
保
護
に
努
め
て

い
る
。

はしかみ議会だより　No.4
　
　

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど

に
よ
る
高
度
情
報
技
術
の
利
用
可

能
な
地
域
は
ど
の
程
度
あ
り
、
今

後
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
事
業
者
が

先
行
投
資
に
よ
る
整
備
を
行
う
場

合
の
要
件
は
。

　
　

町
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど

利
用
可
能
な
地
域
は
、
お
お
よ
そ
、

蒼
前
、野
場
中
、石
鉢
、耳
ケ
吠
東
・

西
、
赤
保
内
行
政
区
の
一
部
で
接

続
で
き
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
、
町
内
を
ほ
と
ん

ど
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
混
雑
し
た
時
や
交
換
局

か
ら
の
距
離
が
遠
い
と
、
実
行
速

度
が
遅
く
な
り
、
通
信
に
不
便
が

生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
事
業
者
が
、
先
行

投
資
し
て
整
備
す
る
場
合
の
要
件

　
　

漏
え
い
防
止
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
　

町
長　

16
年
１
月
に
「
階

上
町
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
」
を
定
め
、
漏
え
い
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
内
組
織
の
体
制
を
整
え
、
職

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

土橋信夫　議員

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　

  

今
後
の
整
備
計
画

町
長
／
今
後
の
国
の
動
向
を
見
極
め
検
討
し
た
い

未
整
備
地
区
の

　
　

事
業
費
規
模

行
政
機
密
情
報

　

漏
え
い
防
止
対
策

12
月
定
例
会
　
　
一
　
般
　
質
　
問

ここが聞きたい

費
に
か
か
る
町
債
は
減
額
。

　

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
費
の
増

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
計
画
は
、
23
年
度

に
道
仏
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

設
備
設
置
工
事
、
階
上
中
学
校

プ
ー
ル
撤
去
と
舗
装
工
事
、
消
防

団
第
一
分
団
屯
所
の
移
転
新
築
工

事
、
旧
登
切
小
学
校
校
舎
の
用
途

変
更
に
伴
う
改
修
工
事
な
ど
。
24

年
度
は
道
仏
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
工
事
、
道
仏
公
民
館
耐
震
等

改
修
工
事
、
金
山
沢
小
学
校
の
用

途
変
更
に
伴
う
改
修
工
事
な
ど

で
、
25
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
階
上
駅
に

地
域
振
興
等
施
設
設
置
、
道
仏
中

学
校
プ
ー
ル
撤
去
、
26
年
度
は
、

道
仏
体
育
館
耐
震
等
改
修
工
事
な

ど
、
23
～
26
年
度
は
除
雪
機
械
の

更
新
、
24
年
度
か
ら
は
学
校
教
育

用
パ
ソ
コ
ン
を
順
次
更
新
す
る
予

定
。

　

町
債
の
変
化
は
、
23
～
27
年
ま

で
の
５
年
間
で
起
債
額
24
億
円
程

　
　

今
後
５
年
間
の
財
政
計
画

と
、
主
に
ハ
ー
ド
面
の
事
業
計
画

と
、
こ
れ
ら
の
件
に
関
す
る
町
債

の
変
化
は
ど
う
か

　
　

町
長　

歳
入
で
は
、
町
税
は

減
額
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
臨
時

財
政
対
策
債
は
増
額
、
投
資
的
経

財
政
計
画
と
事
業
計
画

林　　貢　議員

今
後
５
年
間
の
財
政
計
画
と
事
業
計
画

町
長
／
実
施
計
画
は
毎
年
見
直
し
て
い
く
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度
、
平
均
１
年
間
で
約
５
億
円
を

予
定
。
こ
れ
か
ら
償
還
額
を
差
し

引
い
た
27
年
度
末
の
町
債
残
高
は

76
億
５
千
万
円
と
な
り
、
22
年
度

末
見
込
み
よ
り
約
14
億
円
減
る
見

込
み
。

　

以
上
が
現
時
点
で
の
予
定
で
、

今
後
の
財
政
状
況
・
財
政
調
整
基

金
の
残
高
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
、
実
施
計

画
は
毎
年
見
直
し
て
い
く
。

　
　

町
長　

公
共
施
設
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
に
応
じ

た
用
途
変
更
に
よ
る
改
修
工
事
が

必
要
。

　

旧
登
切
小
学
校
は
調
査
に
よ
り

改
修
工
事
の
概
要
が
出
た
こ
と
か

ら
、
集
会
所
や
そ
ば
の
拠
点
な
ど

の
活
用
に
、
金
山
沢
小
学
校
は
地

要
で
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
が
現
状
。

　
　

下
水
道
整
備
事
業
の
二
次
計

画
の
方
向
性
を
話
し
合
っ
た
の
か
。

　

下
水
道
に
限
ら
ず
、
合
併
浄
化

槽
を
併
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
も
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
議
論

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

町
長　

検
証
し
な
け
れ
ば
な

　
　

旧
登
切
小
学
校
と
23
年
３
月

末
で
閉
校
予
定
の
金
山
沢
小
学
校

の
利
用
計
画
は
。

　
　

防
風
林
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
提
言
す
る
。

　

宅
地
分
譲
、
新
設
道
路
に
下
水

道
や
側
溝
を
埋
設
す
る
な
ど
、
生

活
環
境
を
整
備
し
、
人
口
増
加
と

活
性
化
に
つ
な
げ
て
は
。

　
　

町
長　

道
路
お
よ
び
排
水
路

は
計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

　

宅
地
分
譲
は
、
現
時
点
で
は
リ

ス
ク
が
大
き
い
た
め
、
今
後
の
住

宅
需
要
の
動
向
を
見
る
こ
と
も
必

付
状
況
は
、
11
月
末
現
在
で
、
第

１
期
（
７
月
納
期
）
分
の
収
納
率

は
83･

２
㌫
。

　

25
年
度
に
認
可
期
間
が
終
了
す

る
に
あ
た
っ
て
の
見
直
し
は
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
多
方

面
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
に
振
興
事
業

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

町
長　

定
住
自
立
圏
構
想
の

中
で
、
23
年
度
か
ら
南
郷
区
に
あ

る
そ
ば
振
興
セ
ン
タ
ー
の
乾
燥
設

備
を
利
用
で
き
、
一
定
し
た
品
質

管
理
が
で
き
る
。

　

活
動
拠
点
も
含
め
て
そ
ば
振
興

委
員
会
の
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ

う
、
町
と
し
て
も
支
援
を
し
た
い
。

　
　

当
初
予
定
と
そ
の
後
の
加
入

率
の
差
異
と
そ
れ
に
伴
う
負
担
金

の
納
付
状
況
は
。
ま
た
、
見
直
し

の
要
点
は
。

　
　

町
長　

21
年
度
末
で
認
可
区

域
内
の
20
㌫
、
22
年
度
末
に
は
30

㌫
、
30
年
度
末
に
は
80
㌫
を
目
標

と
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

12
月
14
日
現
在
の
加
入
率
は
、

住
民
基
本
台
帳
を
基
に
世
帯
数
で

31･

６
㌫
、
人
口
で
33･

３
㌫
。

実
際
に
接
続
可
能
と
な
っ
て
い
る

建
物
戸
数
に
対
す
る
接
続
率
は

39･

９
㌫
。

　

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納

元
か
ら
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し

て
利
用
し
た
い
と
要
望
が
あ
る

が
、
用
途
変
更
の
調
査
を
進
め
て

い
る
最
中
で
、
結
果
を
待
っ
て
検

討
し
て
い
く
。

　

早
急
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ら
な
い
項
目
や
、
必
要
と
な
る
資

料
の
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
る
段

階
。
こ
れ
ら
を
基
に
方
向
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

汚
水
処
理
方
法
の
一
つ
で
あ
る

浄
化
槽
の
効
率
的
設
置
方
法
な

ど
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
案

を
審
議
会
で
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

　
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維

持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の

資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技

術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う

手
法
。

はしかみ議会だより　No.4

階上早生階上そば

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

12
月
定
例
会
　
　
一
　
般
　
質
　
問

ここが聞きたい

公
共
下
水
道
事
業
計
画

階
上
早
生
階
上
そ
ば

閉
校（
予
定
）

　
　
　

学
校
施
設

蒼
前
地
区
防
風
林

下
水
道
整
備

加藤　祐  議員

蒼
前
地
区
防
風
林
を
有
効
活
用

町
長
／
住
宅
需
要
の
動
向
を
見
て
慎
重
に

Ｑ

Ｑ



広報はしかみ　２011・2

Ｑ
　

農
家
を
対
象
と
し
た
農
業
経
営

の
優
良
事
例
や
技
術
研
修
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

教
育
現
場
で
は
特
別
支
援
員

制
度
が
あ
る
が
、
町
の
現
状
は
。

　

23
年
度
か
ら
武
道
の
授
業
が
始

ま
る
が
、
町
の
対
策
は
ど
う
な
の

か
。

　

幼
児
教
育
の
現
場
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
派
遣
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

 　
　

教
育
長　

特
別
支
援
員
制
度

の
現
状
は
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ

て
、
19
年
度
よ
り
「
特
別
支
援
教

育
支
援
員
派
遣
事
業
」
を
実
施
し

て
い
る
。

　

学
習
支
援
員
３
人
、
生
活
支
援

員
３
人
を
必
要
と
す
る
小
・
中
学

校
に
派
遣
し
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

新
学
習
指
導
要
領
完
全
実
施
に

向
け
、
道
仏
中
学
校
は
「
相
撲
」

階
上
中
学
校
は
「
柔
道｣

に
取
り

組
み
、
両
校
と
も
指
導
方
法
を
工

夫
す
る
と
と
も
に
、
発
達
段
階
や

個
人
差
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な
指

導
を
行
い
安
全
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
従
っ
て
、
現
時
点
で
町
と

し
て
特
別
な
対
策
を
講
じ
る
必
要

はしかみ議会だより　No.4
　
　

農
業
地
帯
は
、
後
継
者
不
足
、

高
齢
化
、
所
得
が
低
く
不
安
定
な

こ
と
な
ど
に
よ
り
衰
退
し
、
遊
休

農
地
が
増
え
て
い
る
。

　

農
業
の
振
興
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　

町
長　

国
で
は
補
助
事
業
や

制
度
資
金
な
ど
に
よ
り
、
生
産
規

模
の
拡
大
に
意
欲
の
あ
る
農
業
者

な
ど
、
担
い
手
に
集
中
化
、
重
点

化
す
る
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
認
定
農
業
者
へ

の
誘
導
に
努
め
て
い
る
。
６
次
産

業
化
へ
取
り
組
む
農
業
者
も
多
く

あ
り
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
に
対

し
、
支
援
策
も
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で
、
農

業
体
験
情
報
や
栽
培
技
術
情
報
、

農
業
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
く

予
定
。

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
勤
務
内
容
は
外
国
語

指
導
助
手
任
用
規
則
（
階
上
町
例

規
）
に
よ
り
「
中
学
校
に
お
け
る

外
国
語
授
業
の
補
助
」「
外
国
語

活
動
の
補
助
等
小
学
校
に
お
け
る

国
際
理
解
教
育
の
補
助
」「
学
校

に
お
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
お
よ
び
部

活
動
へ
の
協
力
」「
外
国
語
担
当

教
員
の
現
職
研
修
へ
の
補
助
」
な

ど
が
職
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
本
務
や
町
職
員
で
あ

る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
幼
児

教
育
現
場
に
職
務
と
し
て
派
遣
す

る
こ
と
は
困
難
。

　

日
程
の
調
整
が
で
き
、
行
事
な

ど
で
園
児
と
交
流
す
る
な
ど
の
内

容
で
あ
れ
ば
、
要
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

郷州公典　議員

農
業
の
後
継
者
・
花
嫁
不
足
・

　
　
　
　
　
　
　
　

遊
休
農
地
対
策

町
長
／
農
業
者
へ
の
支
援
策
を
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い

農
業
の
振
興

教
育
の
充
実

12
月
定
例
会
　
　
一
　
般
　
質
　
問

ここが聞きたい

　
　

町
長　

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
は
、
国
の
「
循
環
型
社
会

形
成
推
進
交
付
金
」
を
受
け
て
実

施
し
て
い
る
。
現
在
の
事
業
計
画

で
22
～
26
年
度
ま
で
の
５
年
間

は
、
毎
年
度
の
交
付
金
が
決
ま
っ

て
お
り
、
基
数
も
５
人
槽
４
基
、

７
人
槽
７
基
、
10
人
槽
１
基
の
予

定
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
な
お
５
年
間
の
中
で
、
申
請

を
し
な
が
ら
前
倒
し
や
基
数
の
増

設
変
更
も
可
能
で
あ
る
。

　

町
の
財
政
状
況
や
他
の
自
治
体

の
状
況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

水
洗
化
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

総
合
的
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　

合
併
浄
化
槽
の
普
及
・
設
置

を
促
す
た
め
に
、
町
独
自
の
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。
年
間
設
置

の
数
を
増
や
し
、
補
助
率
を
大
き

く
す
る
考
え
は
な
い
か
。

設
置
基
数
と
補
助
金

畑中弘實　議員

合
併
処
理
浄
化
槽
の
推
進
と
管
理
費
補
助

町
長
／
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

Ａ

ALT活動（赤保内小学校）
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解
し
、
同
感
で
あ
る
。
従
っ
て
、

石
鉢
小
学
校
に
つ
い
て
も
、
環
境

整
備
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か

ら
教
育
環
境
を
充
実
す
る
こ
と
」

「
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
ご
指
摘
の
趣
旨
も
内
容
も
理

　
　

今
後
５
年
間
の
年
次
計
画
と

概
算
予
算
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
計
画
は
あ

る
の
か
。

　
　

石
鉢
学
区
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
ん
だ
お
か
げ
で
、
世
帯
数
や

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が
少
な
く
、

石
鉢
小
学
校
の
児
童
数
は
、
町
内

小
学
校
で
最
も
多
い
。
そ
れ
に
対

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
大
変
狭
く
、

運
動
会
や
部
活
動
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
。

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

点
か
ら
、
ま
た
町
の
拠
点
の
ひ
と

つ
と
な
る
石
鉢
小
学
校
の
第
２
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

教
育
長　

学
校
施
設
と
し
て

の
「
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
が
、
現

実
に
具
体
的
な
対
応
は
、
か
な
り

困
難
な
課
題
で
あ
り
、
石
鉢
小
学

校
に
は
今
後
に
お
い
て
も
、
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
屋
外
運
動
場
の

活
用
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

区
域
外
住
民
も
納
め
て
い
る
税
金
。

格
差
の
な
い
よ
う
、
公
共
下
水
道

を
推
進
し
な
が
ら
、
納
税
者
に
公

平
に
な
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
合
併
処

理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
の
補
助
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

公
共
下
水
道
事
業
も

継
続
中
で
あ
り
、
当
面
他
町
村
同

様
、
浄
化
槽
設
置
費
に
対
す
る
補

助
を
進
め
、
財
政
状
況
と
合
わ
せ

な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

はしかみ議会だより　No.4

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

12
月
定
例
会
　
　
一
　
般
　
質
　
問

ここが聞きたい

維
持
管
理
費
の

　
　
　

  

補
助
制
度

石
鉢
小

  

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

年
次
計
画
と
概
算
金
額

山田惠治  議員

石川清人　議員

石
鉢
小
学
校
の
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
必
要
性

今
後
５
年
間
の
事
業
年
次
計
画
と
概
算
金
額

教
育
長
／
検
討
す
る
が
創
意
工
夫
を
し
た
活
用
を

町
長
／
毎
年
度
行
う
ロ
ー
リ
ン
グ
で
見
直
し
を
す
る

合併浄化槽イメージ図

年次計画および概算金額（予定）

道仏中学校グラウンド

第 １ 分 団 屯 所

旧 登 切 小 学 校

金 山 沢 小 学 校

階上中学校プール
道仏中学校プール

道 仏 体 育 館

道仏公民館耐震等

階 上 駅 舎

不燃物最終処理場

除 雪 機 械
庁 舎 耐 震 等
旧給食センター
民俗資料収集館

照明設備設置 (H23)					 8,300
改修工事 (H24)　　	　		 4,900
用地買収 (H23)	 1,000
新築工事 (H23)　	 2,600
設計監理委託 (H23)		 1,100
改修工事 (H23)		 1 億 3,700
用地買収 (H24)　　　	 880
改修工事 (H24)　　	 5,000
撤去 ･跡地の舗装工事 (H23)		 2,000
撤去工事 (H25)　　　		 1,000
設計委託 (H25)　		　	 6,800
改修工事 (H26)　　　	 	8,600
設計委託 (H23)　　	　	 570
改修工事 (H24)　　		 5,800
基本計画調査 (H23)		　	 430
測量委託 (H23)	　　		 174
用地買収 (H23)　	　		 2,600
改築工事 (H25)　　	　	 7,150
測量委託 (H23)　　　	 330
用地買収 (H24)　　　	 4,300
更新 (H23～ 26)　　		 6,800
改修工事 (H27)　　	　		 要求

方向が決まり次第検討

（単位　万円）

石鉢小学校グラウンド
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Ａ

業
お
よ
び
道
路
環
境
保
全
事
業
を

実
施
。

　

今
、
国
で
は
新
卒
者
な
ど
に
対

す
る
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て

「
３
年
以
内
既
卒
者
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
奨
励
金
事
業
」
を
実
施
し
、

新
規
卒
業
予
定
者
と
20
年
以
降
卒

業
し
た
未
就
職
の
方
の
就
職
支
援

の
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　

町
内
事
業
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
し
て
、
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　

21
年
10
月
に
発
生
し
た
悪
臭

や
海
水
白
濁
の
被
害
状
況
・
原
因

究
明
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
思

う
が
、
今
後
の
対
応
計
画
は
。

 　
　

町
長　

被
害
金
額
は
約
10
万

円
。

　

21
年
度
に
、
原
因
と
思
わ
れ
る

堆
積
し
て
い
た
海
藻
の
除
去
を
し

て
、
状
況
は
改
善
し
て
い
る
。
22

年
度
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
海
水

の
透
明
度
や
濁
り
、
臭
い
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
、
地
元
漁
業
者
か

ら
の
話
し
も
伺
い
な
が
ら
経
過
を

観
察
。
今
後
も
、
観
察
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

はしかみ議会だより　No.4
　
　

町
長　

主
な
計
画
（
前
ペ
ー

ジ
表
）
に
つ
い
て
、
実
施
年
度
や

金
額
は
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
に

お
け
る
計
画
で
あ
り
決
定
し
た
も

の
で
は
な
い
。
毎
年
度
行
な
っ
て

い
る
ロ
ー
リ
ン
グ
で
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
そ
の
時
点
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
、
金
額
が
一
人
歩
き
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

町
独
自
の
雇
用
対
策
を
、
来

年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

 　
　

町
長　

臨
時
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
も
、
新
卒
者
を
含
め
て
雇

用
し
て
い
き
た
い
。

　

町
の
緊
急
雇
用
に
活
用
し
た
事

業
は
、
21
～
23
年
度
ま
で
の
緊
急

雇
用
創
出
対
策
事
業
の
基
金
か
ら

３
年
間
分
で
５
、７
０
０
万
円
配

分
さ
れ
た
。　
　
　
　
　

　

21
年
度
に
は
町
内
離
職
者
な
ど

へ
、
雇
用
促
進
の
即
効
性
の
あ
る

事
業
効
果
を
図
る
た
め
、
単
年
度

事
業
と
し
て
階
上
岳
環
境
美
化
事

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

雇
用
対
策

追
越
漁
港

12
月
定
例
会
　
　
一
　
般
　
質
　
問

ここが聞きたい

出
前
講
座
の
意
見
交
換
を
参
考

に
、
監
視
体
制
の
強
化
と
、
住
民

の
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
町
と
地
域
住
民
と
一

緒
に
な
り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　

９
月
定
例
会
で
河
川
水
質
調

査
の
結
果
を
説
明
い
た
だ
い
た

が
、
そ
の
後
の
水
質
検
査
結
果
、

海
水
・
雨
水
池
の
調
査
結
果
は
。

　
　

町
長　

22
年
10
月
に
２
回
目

の
水
質
検
査
を
実
施
。

　

廿
一
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
値
と
大
腸
菌
群

数
は
下
が
り
、
小
舟
渡
漁
港
は
Ｂ

Ｏ
Ｄ
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
科
学
的
酸
素
要

求
量
）・
Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
）
値
は

下
が
り
、
大
腸
菌
群
数
は
上
が
っ

た
。
道
仏
川
も
大
腸
菌
群
数
は
上

が
り
、
こ
じ
ら
浜
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
は

下
が
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
は
上
が
っ
た
。

　

大
腸
菌
群
数
は
河
川
の
水
量
お

よ
び
、
農
繁
期
な
ど
の
摂
取
時
期

で
大
き
く
変
動
す
る
。

　

ま
た
、
海
水
の
水
質
検
査
は
23

年
度
か
ら
数
値
の
高
い
所
を
中
心

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
雨
水
池

は
環
境
整
備
を
進
め
、
団
地
内
の

利
用
者
か
ら
状
況
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
11
月
に
実
施
し
た

河
川
水
質
検
査

　
　
　

雨う

す

い

ち

水
池
調
査

次
回
の
定
例
会
は

　
　

3
月
上
旬
で
す

議
会
を
傍
聴

   

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
議
会
の
傍
聴
は
、

受
付
簿
に
住
所
、
氏

名
を
記
入
す
る
だ
け

で
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

　
一
度
傍
聴
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
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12 月 24 日、議
場を見学に訪れ
た小舟渡小学校
の子どもたち
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広報はしかみは4,650部作成し、印刷経費は１部当たり76.4 円です。

広報 はしかみ

火の用心に努めます
大蛇・小舟渡地区に少年消防クラブが誕生

　地域の安心・安全に役立とうと、大
蛇地区と小舟渡地区に町内初となる、
少年消防クラブが誕生しました。対象
は、同地区の小学 4 年生から 6 年生ま
でで、大蛇地区 34 人、小舟渡地区 23
人が登録。
　昨年 12 月 24 日、役場庁舎で行われ
た結成式には、各クラブの児童、関係
者ら約 50 人が出席。代表児童に、八
戸地域少年消防クラブ育成協議会の武
山忠雄会長よりクラブ員証が、内城慶
富団長より、拍子木がそれぞれ贈呈さ
れました。内城団長は「火事はとにか
く起こさないことが大切。（贈呈した）
拍子木を火災予防運動に活用してくだ
さい」と激励しました。
　最後に、児童全員で「火の用心に努
めます」と誓いのことばを斉唱し、火
災予防に取り組むことを誓いました。
　今後は、防火パトロールなどの火災
予防運動などを行う予定で、地域の安
心、安全のために活動します。

　1 月 11 日から 13 日の 3 日間、大蛇少年消防
クラブが、結成後初の活動を行いました。
　11 日は、パトロールに先立ち、6 分団屯所で結
団式を行い、「火事を出さない、出させない、火
遊びをしない」ことを誓いました。その後、大蛇・
追越・荒谷の 3 地区に分かれて、拍子木を打ちな
がら「マッチ一本火事の元」などと、火の用心を
呼びかけて歩き
ました。
　また、児童約
30 人のほか、婦
人消防クラブ員
も消防車に同乗
し、火災予防を
呼びかけました。

【少年消防クラブ】　少年期から防火・
防災に関する知識を身につけ、地域や
家庭における火災の予防を図ることを
目的に、おおむね 10歳から 15歳ま
での少年少女により編成。
　八戸地域少年消防クラブ（八戸広
域圏内）では、22 年 4 月 1 日現在、
24団体、708人が登録。

代表で拍子木を受け取る、横道廉君（大蛇小5年）と、
重文字萌加さん（小舟渡小6年）

階上分署員手づくりの拍子木

大蛇少年消防クラブ

小舟渡少年消防クラブ

大蛇少年消防クラブ

防火パトロールを実施


